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と
宣
言
し
て

い
た
の
で
、

実
現
し
て
非

常
に
う
れ
し

く
思
う
。
２

日
間
で
活
発

な
議
論
が
で

き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
初
日
は
ま

ず
、
自
由
論

題
と
し
て
、

石
井
洋
之
氏

（
静
岡
大

学
）
が
「
地
区
防
災
計
画
と

Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
、
石
橋
満
氏
（
関

西
大
学
）
が
「
ワ
イ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
リ
ス
ク
と
チ

ャ
ン
ス
」
、
石
井
至
氏
（
石

井
兄
弟
社
）
が
「
観
光
と
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
、
津

島
晃
一
氏
（
嘉
悦
大
学
）
が

「
中
小
企
業
の
事
業
継
承
と

廃
業
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
。

ま
た
、
Ｄ
Ｉ
Ｊ
の
研
究
員
か

ら
は
、
ト
ビ
ア
ス
・
ソ
ル
ド

ナ
ー
氏
が
日
独
米
に
お
け
る

自
律
性
や
価
値
観
の
一
致
、

幸
福
度
、
人
生
に
対
す
る
満

足
度
の
関
連
性
を
テ
ー
マ

に
、
ま
た
、
青
山
彌
紀
氏
が

日
本
の
健
康
政
策
に
お
け
る

健
康
リ
ス
ク
の
倫
理
的
問
題

に
つ
い
て
先
制
医
療
を
事
例

に
発
表
し
た
。

　
休
憩
を
挟
み
、
日
産
自
動

車
グ
ロ
ー
バ
ル
内
部
監
査
室

主
管
の
菅
原
正
氏
が
自
社
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
講
演
。
２

０
０
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら

本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
地
震

リ
ス
ク
対
策
に
始
ま
り
、
07

年
に
グ
ロ
ー
バ
ル
内
部
監
査

室
に
異
動
し
た
後
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
に

至
っ
た
経
緯
や
現
在
の
体

制
、
ま
た
、
リ
ス
ク
情
報
開

示
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
た
。
菅
原
氏
は
、

同
社
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
Ｂ
Ｃ
Ｍ
が

近
年
、
ダ
ウ
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
や
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ

の
格
付
け
な
ど
外
部
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
触
れ
、
「
取
り
組
み
を
続

け
て
い
れ
ば
、
当
社
の
企
業

価
値
や
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
今
後
も
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。
全
講
演

終
了
後
に
、
会
員
総
会
と
理

事
会
・
評
議
員
会
が
行
わ
れ

た
。

　
２
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
バ
ル
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー

所
長
に
よ
る
講
演
「
ラ
イ
ト

ナ
ー
の
リ
ジ
コ
ポ
リ
テ
ィ
ク

理
論
の
１
０
０
年 100y

e

ars of L
eitn
er's R

isi

k
opolitik

」
と
ラ
イ
ト
ナ

ー
理
論
の
現
代
的
検
討
に
つ

い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
始
ま
り
、
ド
イ
ツ
企
業
Ｔ

ｕ
Ｖ
‐
Ｓ
ｕ
ｄ
に
よ
る
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
リ

ス
ク
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
関

す
る
上
田
教
授
、
放
送
大
学

の
奈
良
由
美
子
教
授
、
レ
ン

教
授
に
よ
る
講
演
と
（
レ
ン

教
授
は
ビ
デ
オ
講
演
）
、
３

氏
に
バ
ル
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
所

長
を
加
え
た
パ
ネ
リ
ス
ト
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。
大
会

終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開
か

れ
た
。

　
17
日
の
開
催
に
先
立
ち
、

あ
い
さ
つ
し
た
Ｄ
Ｉ
Ｊ
の
フ

ラ
ン
ツ
・
バ
ル
デ
ン
ベ
ル
ガ

ー
所
長
は
「
ド
イ
ツ
政
府
が

26
年
前
に
設
立
し
た
当
研
究

所
は
、
他
国
に
設
置
し
た
研

究
所
が
主
に
ド
イ
ツ
と
当
国

と
の
歴
史
関
係
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
る
の
に
対
し
、
現

代
日
本
の
経
済
・
社
会
・
政

治
な
ど
幅
広
い
分
野
が
研
究

対
象
と
な
っ
て
い
る
。
所
長

に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
研

究
活
動
の
枠
組
み
を
決
め
る

こ
と
で
あ
る
が
、
私
は
、
現

在
の
日
本
が
直
面
し
て
い
る

課
題
、
そ
の
中
に
あ
る
リ
ス

ク
と
チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
の

研
究
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
作
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　
ま
た
、
今
回
の
共
催
に
つ

い
て
「
日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
会
と
は
数
年
前
か

ら
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
お

り
、
常
々
立
派
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く

共
同
で
何
か
取
り
組
み
た
い

と
考
え
、
昨
秋
に
亀
井
克
之

理
事
長
（
関
西
大
学
教
授
）

と
上
田
和
勇
会
長
（
専
修
大

学
教
授
）
に
会
っ
て
、
ぜ
ひ

次
の
大
会
で
は
Ｄ
Ｉ
Ｊ
を
会

場
に
使
っ
て
は
ど
う
か
と
提

案
し
、
開
催
に
至
っ
た
」
と

経
緯
を
語
っ
た
。

　
次
に
、
亀
井
理
事
長
が
今

大
会
の
概
要

を
説
明
し
た

上
で
、
「
昨

年
か
ら
ず
っ

と
、
全
国
大

会
を
Ｄ
Ｉ
Ｊ

で
開
催
す
る

　
損
保
協
会
の
鈴
木
久
仁
会

長
は
10
月
６
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協

定
交
渉
の
大
筋
合
意
に
つ
い

て
、
以
下
の
通
り
コ
メ
ン
ト

を
発
表
し
た
。◇

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
交
渉

が
大
筋
合
意
に
至
っ
た
こ
と

を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
今

後
、
同
協
定
の
発
効
に
よ

り
、
交
渉
参
加
国
に
お
け
る

よ
り
公
正
な
競
争
環
境
が
整

備
さ
れ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
で
の
商
業
機
会
が
拡
大
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
現
在
、
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
そ
の
他
の
経
済

連
携
協
定
、
自
由
貿
易
協
定

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
な
ど

に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
交
渉

が
進
展
し
、
金
融
を
含
む
サ

ー
ビ
ス
貿
易
が
一
層
活
性
化

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
損
保

業
界
と
し
て
わ
が
国
の
経
済

活
動
を
支
え
、
さ
ら
な
る
発

展
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
は
９
月
17
、
18
日
の
２
日
間
、
東
京
都

千
代
田
区
に
あ
る
ド
イ
ツ
日
本
研
究
所
（
Ｄ
Ｉ
Ｊ
）
で
第
39
回
全
国
大
会
を

開
催
し
た
。
今
回
は
、
１
９
２
０
年
に
ド
イ
ツ
企
業
が
リ
ジ
コ
ポ
リ
テ
ィ
ッ

ク
（
危
険
政
策
）
を
展
開
す
る
の
に
影
響
を
与
え
た
ラ
イ
ト
ナ
ー
の
著
作

「
企
業
リ
ス
ク
論
」
が
出
版
１
０
０
周
年
に
当
た
る
こ
と
を
記
念
し
、
Ｄ
Ｉ

Ｊ
と
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
リ
ス
ク
を
テ
ー
マ

に
し
た
各
研
究
者
の
発
表
の
他
、
日
産
自
動
車
や
ド
イ
ツ
企
業
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
実
務
家
に
よ
る
講
演
、
リ
ス
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
研

究
で
高
名
な
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
大
学
の
オ
ル
ト
ウ
ィ
ン
・
レ
ン
教
授
を
交

え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

Ｄ
Ｉ
Ｊ
と
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

菅
原
氏
が
日
産
自
動
車
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
解
説
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学会会員が熱心に聴講

バルデンベルガー所長

亀井理事長

菅原氏

　
公
的
保
険

ア
ド
バ
イ
ザ

ー
協
会
（
圡

川
尚
己
代
表

理
事
）
は
10

月
３
日
、
東

京
都
台
東
区

の
ヒ
ュ
ー
リ

ッ
ク
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
で
「
公
的
保
険

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
マ
ス
タ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

た
。
過
去
開
催
の
セ
ミ
ナ

ー
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

し
、
保
険
業
界
に
特
化
し

た
同
協
会
の
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
は
３
回
目
の
実
施
と

な
っ
た
。

　
当
日
は
、
北
海
道
や
沖

縄
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

約
60
人
の
受
講
者
で
会
場

は
満
員
と
な
っ
た
。
過
去

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら
の

勧
め
で
参
加
し
た
受
講
者

も
多
く
、
生
保
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
ナ
ー
や
保
険
会
社

の
社
員
の
参
加
も
目
立
っ

た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
公
的
保
険
の
説
明
が
民

間
保
険
の
ニ
ー
ド
喚
起
に

つ
な
が
る
と
い
う
の
は
大

き
な
気
付
き
だ
っ
た
」

「
公
的
保
険
の
話
を
し
な

け
れ
ば
、
ま
と
も
な
生
命

保
険
の
販
売
は
で
き
な
い

と
思
っ
た
」
と
の
声
が
多

数
聞
か
れ
た
。

　
協
会
で
は
今
後
も
東

京
、
大
阪
で
定
期
的
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予

定
。

公

的

保

険

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会　

台
東
区
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
60
人
が
参
加

損
保
協
会　

鈴
木
会
長
が
コ
メ
ン
ト

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
を
歓
迎

熱心に受講する参加者


